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１．背景と目的 

本研究は，韓国湖南地方の光州・潭陽地域に現存する9カ所の

別墅を対象とし，その空間構成と形態要素を見出すことを目的と

する。 

別墅は，韓国伝統庭園の一つで山中，山麓に造営された小規模

の庭園である(図—1)。宮闕，住宅庭園の多くが形式によって建立

されたのに比べ，別墅はある形式を脱皮し，形態の多様性と複合

性を持っていると言われている 1)。別墅は，庭園の境界に塀を作

らず，周辺の自然景観を庭園の一部として積極的に取り入れると

ころに立地し，庭園からの景観を眺望する特徴を持っている 2)。

特に庭園に建つ建築(以下，別墅建築)は，樓亭 3)様式で，景観眺

望に特化した空間構成をしており，柱間に壁を設けない開放的な

軸組構成である一方，建築中央に四周壁で囲われた房(部屋)を構

えて房から景観を眺望していたと言われている 1)。 

別墅に関する研究は，近年造園・建築学観点から少しずつ進ん

でいる。別墅の領域に関する既往研究 2)によると，別墅の領域 4)

は内園，外園，影響圏に分けられる。内園は，建築を中心として

垣で囲われた物理的にわかる領域を指す。しかし，多くの別墅が

囲いを持たない空間構成をしており，内園空間の境界が曖昧であ

り，物理的領域は定かではない。また，立地および空間構成に関

する研究 1)5)においても，平面的な配置を主とする研究が多く見ら

れる。造園・建築界から異なる観点で研究がされており，建築界

では建築のみ 6)7)，造園界では庭園の構成要素 8)9)(植栽，池など)

に着目したものが多く，建築を含む庭園全体の空間を考察したも

のは少ない。一方，広域的な意味で別墅の領域となる別墅からの

景観について考察する研究も多く見られる。文学作品から庭園の

眺望景観を分析する研究 10)11)があげられるが，別墅の内園空間と

の関係にまで結びついた研究は少ない。そして近年，景観の定量

化に関する研究も見られる。金 12)らは別墅からの眺望景観の特徴

について， GIS による可視領域の分析行い，重複する山容景観

にその特徴があるという知見を得ている。すなわち，別墅の内園

空間に関する研究は1)立地および空間構成については，主に要素

の配置に関する研究が多く，2)建築と庭園を一体化とし考察した

研究は少ない。3)さらに内園空間と景観との関係に結びついたも

のはほとんどみられない。 

そこで本研究は，景観を重視しながら敷地選定を行う別墅の内

園空間において広域的な景観と結びつくデザイン的工夫があると

考え，別墅の内園空間の物理的特徴を明らかにする。特に別墅の

地形に着目し，庭園が立地している細かな地形を分析し，建築と

庭園の一体化した空間における地割形態とその空間構成を見出す

ことを目的とする。 
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図－1 別墅の例(鳴玉軒) 

図－2 対象地の位置および概要 
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２．研究対象 

 本研究は，朝鮮時代中期から後期の間(16C−19C)造営された湖

南地方の光州・潭陽地域に現存する別墅 12 カ所 13)のうち，造営

当時から移転せず，測量調査が可能であった9カ所を対象とする

(図−2)。この地域は朝鮮時代中期以降，中央から地方に帰ってき

た官僚の隠遁，隠居の場でありながら，歌詞文学(詩)の活動の拠

点となっている。このような背景より，現存する庭園の数が他地

方に比べ多く，その状況も良好であり，史的資料の入手が容易で

ある。また， 別墅建築には扁額と詩が必ずかかっており，別墅の

史的価値を確認できることからこの9か所を研究対象とする。 

 

３．研究方法  

 本研究の対象地である9別墅は，小高い山の中腹に立地し，別

墅建築周辺に地形操作が見られる。また，向かい側の山を主景と

していることをプレ調査にて確認した。これを基に本研究は，別

墅の空間を規定する物理的要素の主たるものが地形操作と考え，

地割形態に着目する。 

 研究方法は，1)測量調査を含む現地調査と2)測量調査を基に作

成した測量図を用いたGIS分析に分けて進める。まず，既往研究

には詳細な地形情報 14)がほとんどないことから，プレ調査(2014
年1月)と現地測量調査(2014年8月/11月，2015年11月)にて

トータルステーション(測量器具)を用い建築の実測とともに庭園

の微地形の測量を行う。次に，測量結果を基にデジタル測量図を

作成し，GISによる庭園地形の特徴の分析を行う。 

 

４.分析方法 

（１）建築平面形態の分析方法 

 別墅の中心となる別墅建築の形態的特徴を明らかにするため，

測量調査にて得られた測量平面・断面図を用い，建築と基壇の比

率および構成を分析する(図-4，表-1)。 

（２）庭園空間の分析方法 

 地形に着目し，庭園の空間的特徴を明らかにするため，GISに

よる傾斜度分析を行う。GIS分析にあたり，測量調査から作成し

た庭園測量図(0.25mコンタ)と韓国の国土地理情報院にて発行し

ている国土数値地図(1/5000)を統合した統合地形図を作成する

(図-3)。統合地形図から GIS の傾斜度分析 15)を行い，傾斜度分

析図を作成する(図-5)。 

１）勾配強度グラフの分析 

 地割形態の定量的な特徴を見出すため，図-5の傾斜度分析図か

ら勾配強度グラフを作成する。各別墅建築の基壇の幅に沿って，

分析範囲内の傾斜度を 0.1m 間隔に短冊状に切り，その平均値を

グラフ化する(図-6-a)。分析範囲は，主景を切取る方向の特徴を

分析するため，別墅建築の軸方向前後50mとする 16)。 

２）急傾斜と平地の配置の分析 

 現地調査では造営された平地とそれを囲う山麓の急斜面との関

係に空間構成の特徴があるという印象を得た。そこで別墅には，

地割形態による空間規定という特徴があるのではないかと考え，

図-5の傾斜度分析図から，0-5％を平地，60%以上 17）を急傾斜と

して抽出し，別墅建築の配置とともにその平面構成図を作成し，

別墅の地割形態を平面的に分析する。さらに，別墅内の構造物を

平面構成図に加え，地割形態と構造物の関係を確認する(図-6-b)。 
３）別墅からの主景と地割形態の関係の分析 

 地割形態と主景の取り方との関係を確認するため，統合地形図

を用い断面図を作成し，別墅建築内の眺望点である房からの景の

切取り方を分析する。さらに現地調査の写真から，実空間にて景

の取り方がどのように現れているか確認する(図-7)。 

 

５. 分析結果 

（１）建築平面形態の分析結果 

 別墅建築の平均的規模，比率が確認できる。別墅建築は別墅 6
を除き，主軸平入りの形式をとり，桁行方向に長く，その比率は

基壇W:D=10:8，建築w:d=10:7.5でほぼ同比率の傾向が見られ

る（表−1）。空間の構成としては，どの庭園においても房を構え

ており 18)，扁額がかかっている面に対して開口部を必ず設け，軸

性を明示している。このことから，既往研究の景観眺望を意識し

た建築作り1)をしていたことが建築の形式からも確認できる。 

（２）庭園空間の分析結果 

１）勾配強度グラフの分析結果 

 勾配強度グラフ分析（図-6-a）により，庭園の勾配強度が二つ

に大別されることがわかる。一つは，庭園前方の傾斜度が 90%以
上，後方は25％前後の傾斜度をもっており，別墅建築前後の勾配

差がある特徴が見られるものである。別墅1，2，4，6，8の5カ

所が該当し，勾配の特徴から「前方急勾配型」とする。二つ目は，

庭園の前後傾斜度が 90%を下回り，庭園前後の傾斜度の差がほと

んどない。また，前後方の斜面に傾斜度の高い特異点が複数並ぶ

ものである。別墅3，7，9がこのような地形的特徴をもっており，

「前後方緩勾配型」とする。別墅5は上述の2タイプとは異なる

型を持つが，その特徴を見出す事例が他に確認されない 19)。 

２）急傾斜と平地の配置の分析結果 

 急傾斜と平地の配置の分析(図-6-b)からは，別墅地割の平面構

成の特徴が確認できる。平地(傾斜度0-5%)は別墅建築が立地する

ところに1カ所とそれと離れた場所に別の平地が現れていること

が確認できる。例外として別墅3の場合，別墅建築が立地する平

図－3 分析用の統合地形図の作成方法(息影亭の例) 

図－4 別墅建築の平面形態の分析結果 

表－1 別墅建築の平面比率の分析結果 
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地の傾斜度が他別墅に比べ高い値を示すが，傾斜度平均 10%未満

の部分に別墅建築が建つことが図−5から確認できる。本研究では，

傾斜度 0-5％の平地を平庭部とし，特に別墅建築が建つ平庭部を

「第一平庭部」とし，それ以外の平庭部は「第二平庭部」と命名

する。別墅3は，例外として傾斜度0-10%の部分を「第一平庭部」

とする。「第一平庭部」は庭園によってその規模が多少異なる傾向

がみられる(表-1)。「前方急勾配型」の場合，「第一平庭部」と「第

二平庭部」の二つの平地空間が現れており，特に「第二平庭部」

にはシンボルツリー(別墅1)，碑石(別墅2，6)，墓(別墅4)，本

家(別墅8)などが配置していることが現地にて確認される。「前後

方緩勾配型」は，「第二平庭部」が複数存在していることが確認さ

れる。また「第一平庭部」と別墅建築配置の関係をみると，別墅

1，6を除くと平庭部の後方に別墅建築が配置されていることが確

かめられる。さらに，どの別墅においても「第一平庭部」の前方

境界部を囲う形で急傾斜(60％以上)の部分が現れることが確認

できる。「前方急勾配型」の場合，勾配の度合いによって急傾斜面

の面積は異なるが，急斜面が比較的大きく面として現れている。

それに比べ「前後方緩勾配型」は，急傾斜が別墅建築に平行な線

分として確認できる。また，別墅 1，2 を除く 7 カ所の別墅にお

いて第一平庭部と前方の急傾斜の間には石垣が現れており，石垣

に沿った線形の境界が現れている。別墅 1，2 の場合，石垣は確

認されていないが，急傾斜と平地の間に明確な境界が確認される。

図－7 別墅からの主景と地割形態の分析結果 

図－6 地割形態の分析結果 

図－5 GIS傾斜度分析図 
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この境界を「第一境界部」と命名する。特に「前後方緩勾配型」

の場合，「第一境界部」以外にも急傾斜の線形が多く，１)の勾配

強度グラフの分析結果でも確認される特異点がこの部分であり，

現地調査で石垣であることが確認できる。 

３）別墅からの主景と地割形態の関係の分析結果 

 別墅からの主景と地割形態の関係の分析結果（図—7）から，房

からの可視範囲を確認すると，7 カ所の別墅において第一境界部

が視野角内に入っていることが確認できる。現地調査にて房から

主軸方向を眺める写真を用い，第一境界部と別墅建築の縁の位置

関係をみると縁と第一境界部が水平に平行しており，その位置が

ほぼ一致していることが確認できる。 

 

６. 考察 

 以上の分析より，1 カ所(別墅 5)を除き，別墅は二つに大別さ

れる地割形態の型および空間構成様式(図-8)をもっており，その

構成は眺望の効果的取り方と関係があると考察する。 
 別墅は，景観眺望に特化した空間構成をしている。景観眺望の

ための別墅建築とその室内空間である房を構えており，房の開口

部は，扁額がかかる軸方向に対して作られている。別墅建築が建

つ第一平庭部の場合，平庭部の前方が傾斜度60%以上の急傾斜と

なっており，別墅建築から前方の景色を見渡すのに適した立地選

定とそこに地割を行ったと考える。特に房から眺望される景観に

対して，第一境界部も影響していることが確認できる。房からの

景観は，庭園の空間要素によって切取られて見えるものであり，

第一に別墅建築の柱，縁，軒できられるが，別墅からの主景と地

割形態の関係の分析および現地調査の写真から確認できるように

第一境界部も景観を切取る要素の一つとして用いられていると考

える。この第一境界部は，石垣など明確な線形の分節が行われて

いる。すなわち，別墅は房からの景にも配慮した空間形態を地形

と別墅建築の融合により達成しており，景観を切取る要素として

も地割形態がデザインされていると考察できる。 
 また，以上の地割様式は，既存の地形を生かすものであること

も理解される。「前方急勾配型」は，尾根筋先端の急勾配と背後の

尾根上緩勾配をいかす様式である。この地形を生かすよう，庭園

前方は急勾配部に迫り，自然地形に人工的な操作を入れず，庭園

後方に主な庭園空間を造成していたと考える。一方，「前後方緩勾

配型」は，庭園の前後方ともに緩勾配をもち，地形操作が比較的

用意であることから，「前方急勾配型」に比較してより多い微地形

操作により庭園空間を造営していると考える。勾配強度グラフか

ら庭園の前後ともに一定の傾斜度を保つが，庭園前後に急傾斜の

特異点が観察される。この特異点は，石垣の部分操作を行われた

点として現地で確認できる。微地形操作による空間要素は平面分

析にても「前方急勾配型」に比べ「第二平庭部」の数が多いと確

認できる。したがって， 別墅は，地割形態によって異なる空間構

成の特徴をもち，空間作りのために微地形操作を行うが，どちら

の地割形態においても立地する山地形全体を操作して空間を作る

のではなく，平庭部の先端作りの最小限の地形操作によって既存

地形の特徴を生かす空間を作っていたと考える。 
 
７. まとめ 

 以上の分析および考察より，別墅の地割の空間構成と形態要素

について以下にまとめる。 

 (1) 別墅建築の平面構成および庭園の断面形態分析により，別

墅は房からの眺望を意識する空間構成をしており，特に第一境界

部の地割形態は房からの景観を切取る水平線として現れており，

景観を際立たせている。 

 (2) GIS傾斜度分析により，別墅は特徴的な二つの地割形態「前

方急勾配型」「前後方緩勾配型」に分類され，一つの異なる事例が

認められる。タイプによって平断面および空間構成が異なる。 

 本研究は，塀を持たず庭園空間を作る別墅における物理的様式

を推察するため，地形に着目し，地形測量からGISによる定量的

な傾斜度分析を行ったものである。これまで微地形に着目した研

究が少なかったため，地形測量図がない庭園が多い現状である。

そこで本研究はまず地形測量を行うことで，物理的資料を作成し

た。これは今後の庭園保全管理にも役に立つと考える。これまで

庭園と建築を統合した研究がなかったが，本研究は建築内部も含

めた一体化した領域を研究対象とし，庭園全体を考察した。そこ

から別墅における空間的特徴を明らかにするとともに空間要素を

見出し，命名を行い，今後の別墅の形態論研究における基礎資料

になることを期待する。最後に本研究では地割形態によって切取

られる主景の景観的特性までは考察できなかったが，「地割形態」

と「主景の景観的特性」の関係については，今後の課題としたい。 
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図－8 地割形態による別墅の分類 
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